
 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

                                                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

あなたのオートバイが狙われています!! 

二輪車盗難防止強化運動 

公益社団法人高知県防犯協会 
〒780-0056 

 高知市北本町一丁目９番 20号 

 電話 088-875-9861 

  FAX 088-875-9862 

  HP http:/www.kochi-bouhan.jp 

 
 

被害の約65％以上が「施錠なし」 

〇「ちょっとの時間だから…」 

〇「自宅に停めているから…」 

〇「いつもの場所だから…」 

その油断が、盗難被害につながります。 

 

 

【短時間でも必ず施錠】キーを抜いて、ハンドルロック！ 

【ツーロックを習慣化】チェーンロック・Ｕ字ロックなどを活用！ 

【駐車場所を工夫】明るく、人目につきやすい場所に駐車！ 

【盗難防止装置を活用】アラーム・イモビライザーなどを活用！ 
 

愛車を守るため被害防止対策の例

➢ 県下の窃盗被害は年間 2,400 件前後で推移している中、オートバイの盗難被害は

近年増加傾向にあります。 
 



 
 

 

 

 

豪雨等の被害を調査すると告げ、調査後、 

 ・本来必要がないのに「工事が必要」 

 ・「保険を利用すれば実質的に無料で修理できる」 

などと告げて工事費を騙し取るなどのトラブルが多く発生し、消

費者庁が注意を呼び掛けています。 

災害に便乗した

        悪質商法に

   国民生活センターに寄せられた苦情・トラブル 
《工事、建築関係》 

〇地震後「屋根の点検をする」と業者から訪問を受け、屋根工事の契約をした。その後、屋

根工事を解約したら契約前に行われたブルーシート設置代金を請求された。 

〇台風で自宅の屋根瓦がずれ、見積もりのつもりで業者を呼んだら、屋根にビニールシート

をかけられ高額な作業料金を提示された。仕方なく支払ったが納得できない。 

〇屋根の無料点検後、このまま放置すると雨漏りすると言われ高額な契約をさせられ、豪雨 

で雨漏りし修理してもらったがさらにひどくなった。 

《「保険金」を口実にした勧誘関係》 
〇「損害保険で雨どいの修理ができる」と業者の訪問を受けた。せっかくなのでドローンを

使って屋根の撮影もしてはどうかと言われ、お願いした。不安になったので断りたいが、

業者と連絡が取れない。 

〇３年前に起きた災害の被災地調査員を名乗り、保険の請求期限まで半年を切ったので、保

険金請求のためのサポートをすると言われ、契約したがクーリング・オフしたい。 

〇台風の後片づけをしていたら、業者が来訪し、損害保険を使って無料で雨どい修理ができ

る、経年劣化で壊れたものも保険でできると言われた。不審だ。 

〇先日の台風で雨どいが壊れ外壁もはがれた。「火災保険で修理できる」という業者が突然来

訪し、保険請求手続の代行と住宅修理を依頼したがやめたい。 

《寄付金、義援金関係》 
〇ボランティアを名乗る女性から募金を求める不審な電話があった。 

〇市役所の者だと名乗る人が自宅に来訪し義援金を求められた。 

●悪質商法は災害発生地域だけが狙われるとは限りません。 

●勧誘されてもその場で契約せず、複数の業者から見積もりを取ったり、周囲に相談

するなど慎重に対応しましょう。 

●「訪問者が帰ってくれない」「事業者の対応に不安を感じる」などの時は、直ぐ警察

に通報又は消費生活センター(消費者ホットライン 188)に相談してください。 

●情報は直ぐに信用せず、直接公的機関に真偽を確認してください。 

 


